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＜研究の概要＞ 

ＧＩＧＡスクール構想は、学習指導要領のカリキュラム・マネジメントにおける、物的な体制整備に位置

付けられ、全国の小中学校で一人一台端末が整備されることが教育の機会均等の実現を支える資源となった。

これにより、児童生徒一人一人に確実に資質・能力を育成するための「主体的・対話的で深い学び」の視点

からの授業改善や、個別最適な学び及び協働的な学びの一体的な充実を進めていく上で、学習におけるＩＣ

Ｔ活用の特性・強みを生かした教育活動を行っていくことが期待されている。従来はなかなか伸ばせなかっ

た情報活用能力等の資質・能力の育成や、今までの学習方法では困難さが見られた児童生徒への学習効果の

発揮、そして今までできなかった学習活動の実施が可能となっている。 

 さらに、2023年に文部科学省が実施した「義務教育に関する意識に係る調査」では、小中学校共に半数近

くの児童生徒が「授業の内容が難しすぎる」または「簡単すぎる」と回答しており、これまでの一斉指導に

おいて、全ての子供の学びを「主体的・対話的で深い学び」にできるとは限らないという結果を得た。今後

は、児童生徒一人一人の興味関心や学習特性を踏まえながら、学びの実現を目指すことが重要となる。 

 このような状況において、個別最適な学びと協働的な学びを実現する一つの手段として「自由進度学習」

が注目を集めている。一斉指導が主流の公教育の現場で自由進度学習に取り組むには、まだハードルが高い

こともあるかもしれないが、そこにはさまざまな授業改善のヒントがありそうだと考えた。 

 そこで、「自由進度学習」を実践する研究員を広く公募し、授業に取り組んでもらった。多くの研究員は初

めての取組であり、授業を受ける児童生徒も初めての学習方法である。それでも、試行錯誤を重ねる中で、

児童生徒が自ら学習に向かう姿勢やグループで話し合う様子に「自立した学習者」の片鱗が見えた。本研究

は、この実践を整理し、授業改善の視点を明らかにし、「主体的・対話的で深い学び」を実装するための在り

方を考察するものである。 

 

 ＜キーワード＞ 

   ＃ＧＩＧＡスクール構想    ＃ＩＣＴ活用       ＃個別最適な学びと協働的な学び 

   ＃自由進度学習        ＃授業改善        ＃自立した学習者 
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Ⅰ 研究主題 

  小中学校におけるＩＣＴ活用に関する研究 

個別最適な学びと協働的な学び×ＩＣＴ活用 

 

Ⅱ 研究の目的 

  2022年の中央教育審議会「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学校教育の在り方に関

する特別部会」において、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通じて、主体的・対話的

で深い学びの実現を目指すための方策等の検討の中で紹介された「自由進度学習」の在り方について、実践

を通して考察し、授業改善のポイントを探るものである。 

 

Ⅲ 研究の趣旨 

１ 背景と国の動き 

  2023 年に文部科学省が実施した「義務教育に関する意識に係る調査」では、小学校では 26.5％の児童が

「授業の内容が難しすぎる」と回答している一方で、23.2％の児童が逆に「簡単すぎる」と回答しており、

半数近くの児童が現在の授業（一斉指導）にマッチングしていないという結果を得た。同様に、中学校では

32.8％が難しすぎる、11.1％の生徒は逆に簡単すぎると回答している。このことは一斉指導において、全て

の子供の学びを「主体的・対話的で深い学び」にできるとは限らないことを意味している。児童生徒一人一

人の興味関心や学習特性を踏まえながら、学びの実現を目指すことが重要となる。こうしたことが、令和答

申において「個別最適な学び」が提唱された背景にある。 

 
出典：文部科学省サポートマガジン『みるみる』 

【基本編②】「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の意義 

  また、2022年内閣府策定の「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」では「同

調圧力や正解主義の問題点を指摘しつつ、『一斉授業からの脱却』『新たな価値創造』『イノベーション創出』

『一人一人の多様な幸せ（ウェルビーイング）』を実現することが急務」と訴えている。さらに、中央教育審

議会「教科書・教材・ソフトウェアの在り方ワーキンググループ」では、「『デジタル一斉授業からの脱却』

これは教師が自身の授業観を変えられなければ、いくらＩＣＴ機器を活用しても、子供は自立した学習者に

はなれない」と指摘している。 

  2022年中央教育審議会「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学校教育の在り方に関す

る特別部会」で、あらためて個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善について言及され、その際にカリキュラム・マネジメントの取組を一層進める方

法の一つとして「自由進度学習」が取り上げられた。整備が進められているＩＣＴ環境を最大限活用し、こ

れまで以上に個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善につなげることを期待されている。 

50.3% 56.1% 
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２ 「自由進度学習」とは  

  「自由進度学習」とは、一斉授業とは違い、子供が自分のペースで学びを進めるスタイルのことである。

古くから取り組まれていた指導法ではあるが、一人一台端末が実現したおかげで取り組みやすくなった指導

法である。期待される効果としては、次の通りである。 

個別最適な学び：自分に合った内容やスピードで進められる。 

協働的な学び：必要に応じて友達や先生と関わりながら進める。 

主体性の育成：自分で計画し、試行錯誤しながら学ぶ力が育つ。 

愛知県東浦町立緒川小学校などで 36 年間「自由進度学習」に取り組んできた小山儀秋氏の著書によると、

自由進度学習は、概念形成や高次な思考を含む、より一般的な教科内容を個別化された学びとして実施する

ために考案された。自由進度学習の開始に際し、教員は単元のねらい、時数、標準的な学習の流れ、利用可

能な学習材などを記した「学習の手引き」と呼ばれるカードを児童たちに配る。児童たちはこの手引きによ

って学習の内容を理解し、設定された 10時間程度の中で学習をどのように進めるかを児童自身が考え、複数

教科を同時進行で行うための学習計画を立てる。自由進度学習では、自身で時間配分を考えられるため、苦

手な学習内容に十分な時間をかけたり、好きな内容から取り掛かったりといった選択が可能である。また、

異なる内容を先に学習した児童同士での自然な教え合いが生じ、個別的でありつつ協働的な学習としての特

質も自然に発生した。 

 

３ 研究の趣旨 

  教育界全体の背景や国の動静から、各学校では、各教科等の学習指導において、これまでの実践とＩＣＴ

活用とを最適に組み合わせ、令和時代における「スタンダード」として「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善等の問題意識が高まると考えられる。 

そこで、本研究はＩＣＴ環境を最大限活用した「自由進度学習」の実践を通してその在り方を考察するこ

とにより、本市の小中学校における授業改善の視点を一考するものである。 

 

Ⅳ 研究の計画 

１ 研究の内容 

（１）「自由進度学習」を取り入れた授業実践の蓄積し、その考え方や在り方について考察する。 

（２）「個別最適な学びと協働的な学び」の観点で「自由進度学習」を実践し、今後の授業改善の視点を明らか

にする。 

 

２ 研究の方法 

（１）授業実践 

  ・「自由進度学習」を取り入れた授業の実践に取り組む。 

   ＜協力校＞盛岡市立仁王小学校・盛岡市立下橋中学校・盛岡市立向中野小学校・盛岡市立城東中学校 

（２）分析と考察 

  ・授業実践から授業改善のポイントを考察する。 

  ・児童の感想を考察の資料とする。 

  ・研究員による座談会を開き、実践の成果と課題を共有する。 

（３）文献調査 

 ・「自由進度学習」に関する文献や著作物などを調べる。 
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Ⅴ 授業実践 

１ 仁王小学校の実践 

授業者名：菅原 斉 教諭 

  教 科 名：社会科（「小学社会５年」教育出版） 

単 元 名：第３章「未来をつくり出す工業生産」２日本の工業生産と貿易・運輸 

学 級 名：５年菅原学級 

（１）授業者の捉えた成果と課題 

 ① 成果 

・児童の主体性を育むことができた。 

・「ＡＡＲ（Anticipation-Action-Reflection）サイクル」のプロセスである「見通し、行動、振り返り」

を意識し、学び方をアップデートする子供が増えた。 

・単元内自由進度学習における「交流の時間」の有効性を確認することができた。 

・ＩＣＴを活用する力が身につくとともに、一人一人の学びを把握することにもつながった。 

・学び方も重視したことで、他教科にも生きる汎用的な力を育てることにつながっている。 

 ② 課題 

  ・さらに児童に委ねるための手立てについて検討していく必要がある。 

・学習指導要領に示される内容が十分に理解されない可能性がある。 

・学びを自己調整する力の個人差を埋める手立ての検討が必要である。 

・追究の時間が足りないという声があり、年間の指導計画も含め、単元構成を見直す必要がある。 

（２）単元計画（６時間）と進め方のイメージ 

① オリエンテーション・学習問題を作る １時間 ＜一斉指導＞ 

 ・単元の学習問題を設定する。 

② 学習計画を立てる          １時間 ＜一斉指導＞ 

 ・学習問題に関わる個別の問いを明らかにし、学習計画を立てる。 

③ 調べる（情報収集・整理）      ３時間 ＜個別指導＞ 

 ・個別の問いの追究 

④ 意見交換              １時間 ＜一斉指導＞ 

 ・調べて分かったことを交流する。 

＜単元の学習の進め方のイメージ＞ 
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（３）授業の様子 

 ① 児童の様子 

個別の問いの追究の時間には、タブレットに向かい、調べたことと自分の考えをカードに記入している。

また、個人で取り組む児童も、２～３人のグループで取り組む児童もいる。なお、児童 21名のうち、主に

教科書（紙媒体）16名、デジタル教科書３名、インターネット２名使用。教科書を片手に、デジタル教科

書やインターネットを検索する児童も見られた。 

 ② 授業者の声掛け例 

・「なぜ」とは、目に見えないものを調べることです。 

・特徴を捉えるために必要なことは、「実際にどうなっているか知ること」「自分の考えをもつこと」「自分

事として考えること」です。 

・取り組む際の注意として、「何を解決しようとしているかぶれないこと」「文字だけではなく、根拠を明

確に示すこと」「資料を貼り付けて終わらないこと」「自分の考えをしっかりと書くこと」です。 

（４）指導の工夫 

 ① 社会的事象の見方・考え方を学級で確認・共有 

 教科書 P３「社会科の見方や考え方」を活用 

 ② 「社会科でよく使う資料の長所と短所」を児童と確認し、表にまとめて教室内に貼付  

 長 所 短 所 

教科書 
まとまっていてわかりやすい 
資料もある 
学び方ものっている 

知りたいことがないこともある 

デジタル教科書 

書き込みしやすい 
すぐにページに飛べる 
動画を見ることができる 
画像を拡大できる 
便利機能がある 

インターネットの状況によって、遅いことがある 
みんなに伝えるとき（レポート）に、画像などが
使いにくい 
ロイロノートと同時に使えない 

資料集 
資料が多い 
教科書以外の情報ものっている 

調べ方や学び方などがちょっと不足している 

インターネット いろいろな情報がある 
うその情報があることも・・・ 
言葉や内容が難しい 
情報の取捨選択が難しい 

 ③ デジタル資料箱の設置  

デジタル教科書（教師用）から写真や図表データを資料箱にアップロード。いつでも使えるようにする。 

 

２ 下橋中学校の実践１ 

授業者名：千田 俊 教諭 

  教 科 名：理科（「新編 新しい科学２年」東京書籍） 

単 元 名：第３章「動物のからだのつくりとはたらき」 

学 級 名：２年１組・２組 

（１）授業者の捉えた成果と課題 

 ① 成果 

・生徒は自由進度学習の取組を当たり前に感じ始めている。 

・生徒が自ら学び、得た知識を嬉しそうに共有してくれる姿が見られる。 

・生徒が持つ問いと授業者として深めたい内容が重なるよう意識して進め、生徒自身が「なぜだろう」と

考えられるよう工夫した結果、その姿勢を実現できた。 

  ・実験がうまくいかなくても、時間を調整し再実験を繰り返し、納得できるまで取り組む姿が見られる。 
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 ② 課題 

・生徒をどこまで自由にさせるのか。（時間・形態・場所・方法・・・） 

・どのように学習に向かわせるか。 

・どのように見取り、評価をするのか。 

・どのように学ぶべき内容に触れさせるか。 

（２）単元計画（７時間） 

① 学習計画を立てる          １時間 ＜一斉指導＞ 

・自分の課題から学習計画作成する。ＫＷＬ（Know-Want to Know-Learned）チャートを活用する。 

② 調査活動              ５時間 ＜個別指導＞ 

・実験等は４‐６人で行う。必要な物品は前日までに申し出る。 

③ まとめ、班で交流          １時間 ＜グループ指導＞ 

 ・学んだことの交流会を班で行う。大切なポイントを全員に再度問いかける。 

＜導入時の設定とＫＷＬチャート＞  

 

（３）授業の様子 

 ① 生徒の様子 

自分の学習計画に基づき、それぞれが学習を進める。「グループで唾液の働きの実験」「個人で教科書を

読み込む」「グループで人体模型を観察」「動画を視聴」など、様々な形態で学習に取り組む姿が見られる。 

実験は教科書に書かれている手順をグループで確認しながらすすめる。実験結果は写真・動画で保存。

資料としてグループで共有する。予想通りの結果が出なかったグループは、結果が出ない原因を考え、次

の時間に再度実験を行うことに決めた。 

グループ内でロボット工学者に学習内容を説明する体で調査結果を発表（一人５分）する。会話ベース

のやり取りをしながら発表。課題に対して、一人で黙々と取り組む者、２－３人で頭を突き合せて取り組

む者、一人の話を大勢で聞いたり、各々の解釈について言い合ったりする姿も見られた。 

 ② 授業者の声掛け例 

・今までの授業では決められたコースを先生と一緒にゴールを目指しました。自由進度学習では、コース

を選ぶのは個人です。寄り道したり、戻ったり、繰り返したりしながらゴールを目指します。 

・安全面の注意、実験の意図（「なぜ、40度にするか」など）の確認 
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（４）指導の工夫 

 ① 生徒の学びに責任を持たせるために、「博士からの説明の依頼」に答える形で取り組みを始めた。 

 ② 協働的な学びの１つの手段として、回答共有を活用する。 

 ③ 学び残しを防ぐために、班ごとに学んだことの交流と大切なポイントを「博士の疑問」という形で全員

に再度問いかける。 

 

３ 下橋中学校の実践２ 

授業者名：清水 貴之 教諭 

  教 科 名：数学科（「新編 新しい数学１年」東京書籍） 

単 元 名：第５章「平面図形」 第１節 図形の移動 

学 級 名：１年１組・２組 

（１）授業者の捉えた成果と課題 

 ① 成果 

・生徒の主体性と集中力の高まりが感じられた。   

・自由進度学習の形が、対話的で主体的な学びに適していると実感できた。 

・最初は班で学び方を共有し、徐々に個別へと移行することで、スムーズな導入ができた。 

 ② 課題 

・自由に取り組ませた際の生徒の動きが予測しにくいため、個々の進度に対応する難しさ   

・単元構想力の重要性と深い学びへの支援の必要性   

（２）単元計画（５時間） 

 ① 図形の移動の導入          １時間 ＜一斉指導＞ 

  ・図形の移動を言葉で他者に伝える難しさを体験する。 

 ② 平行移動、回転移動、対称移動の学習 ３時間 ＜自由進度＞ 

  ・認識の違いをなくし、考えを統一するために、班で学び合いに取り組む。 

③ １時間目の問題に再チャレンジ    １時間 ＜自由進度＞ 

 ・論理的な説明へ変換する。 

＜単元の指導計画＞ 
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（３）授業の様子 

 ① 生徒の様子 

班を基本とした学び合い学習。教科書通りに「考えてみよう」「問」を解く班、用語の確認をする班など、

また６班中４班が平行移動から、２班は対称移動から始めるなど、様々な進め方で取り組んでいる。教科

書の文面を協議しながら読み解いたり、納得いかない文面については何度も聞きなおしたり、わからない

ことを班員に「どういうこと？」と尋ねるなどの姿が見られた。 

 ② 授業者の声掛け例 

  ・「大人になるための大切な力」とは、わからないことを認識し、粘り強く取り組むことであり、さらに周

りの仲間の状況を見取って声掛けできることである。 

  ・「全員達成の原則」とは、誰一人見捨てない居心地の良いクラスにしたいという願いである。 

  ・「数学で学ぶ力」とは、数学的に考える力、数学を使う力、判断力を養う、考え合う力である。 

  ・ノートに「学習のまとめ」「問の解法」「自分が考えたこと」などをまとめることで、ノートは思考の秘

密基地になります。 

（４）指導の工夫 

 ① 何が本質であるかを捉え、授業(単元)の目標を明確にすること。 

 ② 生徒同士が一緒に学び、深め合えるようにすること。 

 ③ 教師が生徒の発想に感動し、生徒を信じ、生徒から学ぶこと。 

④ 教えたいことは、教師が言うのではなく、生徒が発見できるようにすること。 

⑤ 生徒の問いが生まれるようなしかけをして、生徒の動き出す方向を認めること。 

 

４ 向中野小学校の実践 

授業者名：和美 智教 主幹教諭 

  教 科 名：社会科（「小学社会５年」教育出版） 

単 元 名：第３章「未来をつくり出す工業生産」 

学 級 名：５年４組（担任 鈴木 広太 教諭） 

（１）授業者の捉えた成果と課題 

 ① 成果 

・自由進度学習を繰り返していくことにより、自律的に学ぶ児童が育つことが分かった。 

・個のとことん追究する学びと大きな問いによる協働的な学びをつなげることにより、児童は単元で育成

を目指す資質・能力を獲得することができた。また、単元と単元をつなげることは、中核的な概念の獲

得につながることが分かった。 

 ② 課題 

・今後は、学年内の単元、学年と学年、教科等をつなぎ、具体的知識と中核的な概念、中核的な概念と具

体的な知識を関連付ける児童を育んでいきたい。それが、社会に参画し未来をつくる人を育むことにつ

ながると考える。 

（２）単元計画（23時間） 

第１小単元「日本の工業生産の今」（６時間） 

① 事象との出会い・学習計画     ２時間 ＜一斉指導＞ 

・農業と水産業の共通点を考える。  

・工業製品の写真の読み取りをもとに、問いをつくる。  

・問いをもとに小単元の学習問題を設定し、学習計画を立てる。  
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② 個別の学習             ２時間 ＜個別指導＞ 

 ・工業の種類、盛んな地域、工場の規模などに関わる問いを選択し、解決する。 

③ 話し合い（協働的な学び）      ２時間 ＜一斉指導＞ 

 ・収集した情報と友達の考えをもとに、「日本の産業はどのような特色があるのだろう。」について考える。 

第２小単元「自動車の生産と運輸に関わる人々」（９時間）  

① 事象との出会い・学習計画      １時間 ＜一斉指導＞ 

・経験や第１小単元で得た知識や考えをもとに、問いをつくる。  

・問いをもとに小単元の学習問題を設定し、学習計画を立てる。  

② 個別の学習             ６時間 ＜個別指導＞ 

・自動車のつくり方と運び方などに関わる問いを選択し、解決する。  

・自分と友達の得た情報をもとに、自動車のつくり方と運び方をまとめる。  

③ 話し合い（協働的な学び）      ２時間 ＜一斉指導＞  

・収集した情報と友達の考えをもとに、「工業生産と私たちの生活は、どのようなつながりがあるのだろう」

について考える。  

第３小単元「日本の工業生産の未来」（８時間）  

① 事象との出会い・学習計画      ２時間 ＜一斉指導＞  

・第２小単元の最後の話合いをもとに、小単元の学習問題を設定し、学習計画を立てる。  

・工業生産の問題と貿易について調べ、問いをつくる。  

② 個別の学習             ３時間 ＜個別指導＞ 

・工業の問題と貿易などに関わる問いを選択し、解決する。  

③ 話し合い（協働的な学び）      ３時間 ＜一斉指導＞  

・収集した情報と友達の考えをもとに、「これからの日本は、どのように工業生産を進めていけばよいのだ

ろう」について考える。  

・これまでの産業の学習をもとに、「農業、水産業、工業の共通点は何か」について考える。 

（３）授業の様子 

 ① 児童の様子 

   写真やグラフなどの資料を基に社会的事象と出会わせ、個々に学習課題を作り提出させる。社会科通信

「はてなの解決」で、全員の学習課題を紹介し、他の児童の課題も参考にしながら、自らの学習計画を立

てる。次時から情報収集と資料作成。資料の作成中、タブレットの操作方法について聞き合っている以外

は児童の私語なし。授業時間が終了しても、資料や振り返りの作成に児童のほとんどが取り組んでいる。

提出されたカードには、提出されるたびに授業者がコメントをつけて返却している。話し合いの前の時間

には、友達のカード読む時間を設定し、必要なカードは自分のカードにつなげて個々の学習の解決の根拠

となるように促した。 
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   話し合いでは、授業者がファシリテートしながら黒板に発言を構成的にまとめた。児童が発言後に次の

発言者を指名する。 

   休み時間にタイピングゲームに取り組む複数の児童が見られた。資料作成が終わらない児童は、タブレ

ットの持ち帰りを申し出て、家庭で取り組むようになった。 

   第３小単元では、児童が学習の仕方を理解し、授業者からの指示がなくても学習を進めるようになった。 

 

② 授業者の声掛け例 

 ・単元を越えて考えることが大切。事実をとらえて社会全体を考える教科。 

・これまで自分の課題に一人で取り組んできた学習を個別最適な学び。それに対して、学級全体やグルー

プで話し合う学びを協働的な学びといいます。 

・話し合いは、答えが決まっていません。一人一人が何が答えかを調べたり、考えたりします。みんなで

話し合ってよりよい答えを生み出します。先生は答えをもっていません。一緒に考えます。 

  ・話し合っていても、一人一人が考えることが大切です。そして、自分の考えが変わったり、深まったり

することが大事です。 

・大きな発問に対する答え方にまだ慣れていないと思う。今回のように、答えが無数にある課題、正解が

ない課題。これからの世の中では、そういう課題に多くの場面で出会うことになる。その時に答えられ

る人になってほしい。 

・情報と考えをためること。その情報を爆発させるのが話し合い。 

  ・２種類の「考える」がある。事実を抜き出し「こんなつながりがある」と考えること。事実をもとに「こ

んなつながりがあるんじゃないか」と考えること。 

  ・発言は同じ内容でもよい。自分の言葉で話すこと。友達と違ければ違うほどよい。 

  ・友達の話を聞いて考えを更新する。深く考えることを知ってほしい。 

  ・発言（情報）が正しいか確かめることも大切。   

・「日本の未来は明るいか」（挙手）明るいと思い人：1／4 どちらともいえない：多数 暗い：０ 

   これから話し合う内容は国会でも話し合う内容。国レベルの話です。夢と希望を語りあおう。 

・食料生産と工業生産のかかわりについて話してくれた人がいました。社会科では、単元と単元のつなが

りや他教科とのつながりを大切にします。それは、私たちが生活している社会は分かれていないから。

社会の中で生きるため、困らないために繋がりを考えられる人間になってほしいと思います。 

（４） 指導の工夫 

① 単元に個別最適な学びと協働的な学びを位置付け 

② 問いを選択し、解決する活動（個別最適な学び・自由進度学習） 

③ 協働的な学びにおけるファシリテーション 

④ 中核的な概念を獲得する活動（複数単元の共通点を考える場面） 
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５ 城東中学校の実践 

授業者名：村松 伴典 教諭 

  教 科 名：数学科（「新編 新しい数学３年」東京書籍） 

単 元 名：第４章「関数の世界をひろげよう」 

学 級 名：３年１組・２組 

（１）授業者の捉えた成果と課題 

 ① 成果 

・指示がなくとも、どんどん学習を進める生徒が増えた。 

・以前ならば、全くわからず手出ししなかった生徒も、友人を頼りに学習を進める姿が多く見られるよう

になった。 

・互いに「知識を出し合い、教え合う」が当たり前になった。 

 ② 課題 

・取組を始める時期。実践するならば、１学期からスタートすることが望ましい。 

・見通しをもつことができる具体的な課題設定や学習の手立てを構築する。 

・学習計画の立て方。学習計画のスモールステップ化。一斉指導授業と自由進度学習の組み合わせる。 

・生徒同士・教師と生徒の間の関係作り。 

（２）単元計画（18時間） 

① 関数ｙ＝χ２の導入          ２時間 ＜一斉指導＞ 

② 問題演習              ３時間 ＜自由進度＞ 

③ 関数ｙ＝χ２の性質と調べ方       １時間 ＜一斉指導＞ 

④ 問題演習              ６時間 ＜自由進度＞ 

⑤ いろいろな関数の利用        １時間 ＜一斉指導＞ 

⑥ 問題演習              ５時間 ＜自由進度＞ 

 

（３）授業の様子 

 ① 生徒の様子 

授業者が示した学習内容をもとに、生徒が個別に学習計画を立て進める。「学び合い」をしやすくするた

めに席移動は自由。授業の終末では自席に戻り、確認テストで形成的評価を行う。確認テストは「教科書

の問題の数値だけ変えた問題」であり、全員が正解することを目標としている。 

 ② 授業者の声掛け例 

  ・みんなは「学ぶ力」と「学んで成長したい、できるようになりたいという気持ち」をもっています。 

  ・みんなはうまくいかないことがあっても、それを生かして成長することができます。 

  ・みんなには自分に合った学習の仕方を見つけることができるし、それができるようになってほしい。 

  ・みんなは難しいことでも、協力して解決することができます。 

  ・みんなには他の人の良さに気づいてそれを尊重し、強調する力を高めてほしいと願っています。 

  ・自律（自分をコントロール）と自立（自分にとってベストな方法を自分で選択して行動） 
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（４）指導の工夫 

 ① 学習内容一覧表と学習計画用紙の作成 

② 学習のヒントカード・学習動画の作成 

③ 解説付きの解答の準備 

④ 確認テストの準備 

⑤ チャレンジ問題の準備 

 

６ 児童インタビューの概要 

日 時：令和７年 11月 12 日 自由進度学習 23時間終了後 

回答者：向中野小学校 ５年４組の５名の児童 

聞き手：盛岡市教育研究所 佐々木秀一 専門研究員 

（１）児童の評価「自由進度学習に取り組んだ感想」 

① 成果 

・一斉指導と比較して、自分のペースで進められる利点を実感した。 

・自分が気になる課題を自ら設定し、解決することができた。 

・一つ一つのタスクを確実に完了する達成感を得た。 

・より深い思考ができるようになった。 

・パソコンを使った調べ学習のスキルが向上した。 

・インターネット検索により考える範囲が広がった。 

② 課題 

・個人のペースで進めるため、調べる情報量に個人差が生じた 

（２）内容の理解「単元を通して学んだこと」 

・生産者が私たちの使用している製品を作っていることを学んだ。 

・生産者が消費者のために様々な工夫を行い、より良い製品を提供していることを学んだ。 

・配送先の距離や場所に応じて、異なる運搬方法が使い分けられていることを知った。 

・生産者の役割と日常生活への影響について考えた。 

・両者に責任があることを認識し、協力することでより良い工業生産の未来を築けるという考えに至った。 

（３）学んだ力「授業を振り返ってできるようになったこと」 

・パソコンの管理方法の習得。タイピング速度が向上し、テキストを多く入力できた。 

・自分の興味のある課題を調べる力が向上した。課題内容をまとめる力、書く量と内容の深さが向上した。 

・話し合いの場で調査内容を詳しく発表し、議論を活発化させる能力を獲得した。 

・学習を進めるにつれて詳細な知識を獲得できた。 

・生産者と消費者双方の責任について、より深く理解できるようになった。 

 

Ⅵ まとめと考察 

１ 研究員による座談会から 

（１）自由進度学習に取り組んだ感想 

① 全体的な評価として 

  ・自由進度学習の実践に対して、全ての研究員が肯定的な評価していること。 

② 児童生徒の学習に対する姿勢について 

  ・全般的に生き生きとした学習態度で取り組んでいたこと。 
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  ・多くの児童生徒の主体的に問題解決に取り組む姿が見られたこと。 

  ・自然発生的な教え合い・学び合いが生まれたこと。 

  ・情報収集能力と情報活用能力の向上を感じたこと。 

③ 教師の役割の変化について 

  ・「教える人」から「共に学ぶ人」への立場転換をすること。 

  ・子供の「やりたい」という主体性と教師が「学んでほしい」内容の調整が難しいこと。 

  ・個別対応と全体把握の両立に難しさがあること。 

④ 単元構想の重要性について 

  ・一度始めると大幅な修正が困難であること。 

  ・スモールステップでの知識・技能の定着が必要な場面もあること。 

  ・全単元での実施は現実的には困難であり、部分的な導入が妥当だと考えられること。 

（２）自由進度学習の指導のポイント 

① 単元構成の工夫 

  ・「児童生徒に学習を委ねる」ことを基本にして単元構成に注力すること。 

  ・自立した学習が深い学びを実現するという考えに基づき単元を構成すること。 

② 問いの質の向上 

  ・子供たちの問いと教師が深めたい内容の一致を目指すこと。 

③ 「自立した学習者」の育成を目指すために 

  ・児童生徒への学習の委任すること。 

  ・課題解決の手立てを児童生徒が自己選択できるようにすること。 

  ・授業者は必要に応じた指導の修正と一斉指導の併用も考えていくこと。 

（３）フリートークから 

① 授業者の立ち位置と具体的な声かけ 

・子供たちの間に入り、考えを聞きながら学びを広げる。 

・「これってどういうこと？」「なぜそう考えたの？」といった問いかけを重視した。 

・教える側ではなく、同じように問う姿勢で対話を促進した。 

・ゴール像を持ちつつ、問うことで対話を深めた。 

・まとめ方や資料収集のスキルの向上を支援した。 

・解き方ではなく、解決方法のヒントを提供した。 

② 実践から見えた効果 

・学習進度の個別化 

   ＊最初は時間がかかるが、自分に合ったペースを模索する様子が見られた。 

   ＊早く進んだ児童生徒が、他の児童生徒を教える仕組みが自然に形成された。 

・教科書活用の重要性 

   ＊児童生徒同士で教科書を読み解く過程が学習効果を高めると感じた。 

   ＊数学では教科書を徹底的に活用する様子が見られた。 

③ 実践から見えた課題 

・「検索」や「共有」以外のより効果的なＩＣＴ活用 

・各教科における探究活動の推進 

・児童生徒同士の教え合いを促進する環境づくりを継続 
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（４）先生方へのメッセージ 

・先生方には、失敗を恐れず改善する姿勢で挑戦してほしい。 

・自由進度学習に取り組む目的は、「自立した学習者」の育成であることを理解してほしい。 

・自由進度学習に取り組むことによって、児童生徒が「学ぶ責任の自覚」を実感できる。 

・単元のゴールを明確にし、段階的に自由進度的な指導を導入することをお勧めする。 

 

２ 考察 

（１）授業から共通して見えたこと 

① 何もしない児童生徒がいない。 

   学習が個人に委ねられているために、どの授業でもすべての児童生徒がタブレットを操作していた。教

科書や資料集で調べるほかに、インターネットで検索したり、動画を視聴したりと、様々な方法で学習に

主体的に取り組む姿が見られた。 

② 児童生徒が質問しやすい。 

   一斉指導のような拘束感がなく、自由に話せる雰囲気があるため、タブレット操作に関する質問や学習

に関する疑問を児童生徒同士で聞き合うことができる。漢字の読みなど一斉指導ではスルーされるような

小さなつまずきでも即時に解決できる安心感が教室内にある。 

③ 何につまずいているか把握できる。 

   一斉指導よりも授業者に直接質問しやすく、児童生徒が何に困っているか知ることができる。児童生徒

同士の会話に耳を傾けることにより、つまずきを把握することできる。  

④ 教師が学習する意義や学び方を話す場面が多い。 

授業実践の「授業者の声掛け例」で記載したとおり、授業の中で「学習する意義」「仲間と協働する大切

さ」「今求められる人間性」などを語ることが多い。自由進度学習に取り組む意味を児童生徒と共有し、授

業を共に創っていこうとする決意にも感じた。 

（２）変えていきたい固定観念 

① 教えればわかる、定着する。 

「教える」ことで理解が深まることもある一方で、自分で気付いたことのほうが深く身に着くこともあ

る。「教える」ことは一方通行ではなく、「気付きを促す」ことが含まれている。問いかけたり、ヒントを

出したり、環境を整えたりすることで、児童生徒が自分で「わかる」ように導くことが大切である。 

② 読めばわかる。 

教科書のように情報が書かれていれば「読めばわかる」と思いがちだが、実際には簡単ではないことも

多い。児童生徒の知識、文脈の理解、言葉の捉え方、集中力、そのときの気持ちなど、様々な要素が「わ

かる」に影響してくる。 

③ 紙に書かなければ、知識は定着しない。 

これまで、手を動かして書くことには、記憶を助ける力があると言われてきた。しかし、視覚的に覚え

るのが得意、聴覚優位、体験型の学びが効果的など、児童生徒には多様な学習特性があることが知られて

きた。「紙に書くこと」は有効な方法の１つであるが、それが唯一の方法ではない。 

④ 他人の解答を見た答えは自分の考えではない。 

もちろん、ただ写しただけなら、それは「自分の考え」とは言えない。しかし、他人の考えに触れるこ

とで、自分の視野が広がったり、新しい発想が生まれたりすることもある。「他人の解答を見ること」で、

それをどう自分の思考に変えていくかに目を向けたい。 
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（３）自由進度学習から見えた授業改善のカギ 

・子供を信じる覚悟をもつ。 

・単元を通して授業を構成する。 

・デジタル学習環境が未来を照らす。 

・柔軟に変える勇気をもつ。 

（４）研究を終えて 

 はじめに、昨年度「小中学校におけるＩＣＴ活用に関する研究－学習者用デジタル教科書及びＡＩ型ドリル

の効果的な活用について－」で、まとめに書いたことを昨年度の状況を確認するために再掲したい。 

 

＊一人一台のタブレット端末の配備は、授業を変えるチャンスだと捉えている。一人一台端末が実現したこと

で、「自分に合った学び方を児童生徒自らが選ぶ」という学習の新たな可能性が大きく広がった。「主体的な

学習」「個別対応」「声なき声を拾うこと」「学習障害への対応」など、これまでは教師の工夫でなんとか対

応してきたことにやっとタブレット端末という支援が行き届いた状況にある。この状況を有効に活用する

ことこそが、児童生徒にとっての「深い学び」の創出になると考える。 

＊ＩＣＴの活用により「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業改善が可能となった今、めざすものは「自立した学習者」の育成であると強く感じ

ている。 

＊しかしながら、教師のこれまでの授業方法との継続性もある中で、今までの授業の良さを次の新しい学びに

どう継承していくかが喫緊の課題となる。 

＊「教師の仕事は教えること」「教師の指示のもと、全員が一斉に同じ活動をさせるのが授業である」といっ

た旧態依然とした授業観から抜け出せないことが、授業が変わらない要因と考える。そのような授業観であ

る限り、学習者用デジタル教科書をはじめとするＩＣＴ機器を活用したとしても、「デジタル一斉授業」に

とどまってしまう現状である。 

＊「児童生徒は主体的に学ぶことができる」「学び方は多様であり、どのような方略が個々の児童生徒に友好

かを考えるのが教師の役割の１つ」という意識を校内の教師間で共有できれば、教師個々ではなく、学校と

してどのように児童生徒の資質・能力育成に取り組むべきか明らかになると感じている。 

＊例えば、学習者用デジタル教科書やＡＩ型ドリルを自由に使える時間を設ける。児童生徒が自分の学習の仕

方を自分で考える機会とし、児童生徒がどう課題を立て、どう自己調整しながら学習を進めるかを把握する

ことも必要と思われる。「自立した学習者」を育てる「授業観の転換」には、教師が児童生徒の力を信じる

ことが重要だと感じている。 

 

上記のような状況を踏まえ、「自立した学習者」の育成を具現化する指導方法として「自由進度学習」に取

り組むこととした。ご協力いただいた学校・先生方は、ＩＣＴ活用を前向きに捉え、日頃から「自立した学習

者」を育成するための授業の構想に真摯に取り組んでいる。今回の取組を通して、どの先生からも「現状を変

えていかなければならない」という熱意が伝わってきた。 

しかしながら、「自由進度学習」は、そもそも「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現するための一

手法にすぎず、万能な指導方法ではない。また、1回の学習で結論を求めるのは、あまりにも性急である。 

   それにもかかわらず、前述のように、授業改善の鍵として「子どもを信じる覚悟をもつ」「単元を通して授

業を構成する」「デジタル学習環境が未来を照らす」「柔軟に変える勇気をもつ」といった視点が整理されたこ

とは、一定の成果として評価できる。これらの視点は、「自立した学習者」の育成を目指す上で、「授業観の転

換」に資する重要なキーワードである。 
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自由進度学習を推奨している加賀市の元教育長島谷千春氏は、自著「BE THE PLAYER 自治体丸ごと学びを

変える、加賀市の挑戦」（教育開発研究所）の中で、「いわゆる『個別最適な学び』の一手法として、学習の進

度を個々に委ねる自由進度学習があります。しかし、加賀市がそれを推進したのは、方法そのものを目指した

のではありません。子供の学びの苦しさの大きな要因である『みんな一緒に』というペースに縛られる状況を

解き放つために進めた結果、自由進度の方法が広がったのです。したがって「これは自由進度学習と呼べるの

か」といった議論は、私たちにとっては価値のないものです。」と言っている。自由進度学習は、児童生徒の

実態に即し、少しでも伸ばそうとする取組である。研究員の先生方が口々に言うように、「やってみなければ

わからない」取組である。本市でも、個別最適な学びと協働的な学びの実現という本質を踏まえて、自由進度

学習の実践を重ねていきたいと考える。 

 

   一方で「自由進度学習で学力は育つか」という疑問も残る。この場合の「学力」とは、多くの場合「知識・

技能」のことを指している。残念ながら学力に関するエビデンスはない。実際に「中学３年生は高校受験もあ

るから、自由進度学習はできない」という先生方もいる。しかしながら、自由進度学習は、自分のペースで学

習を進められるスタイルであり、自分の理解度に合わせて繰り返し学べることから、つまずきを放置せずに進

めることができ、基礎・基本の定着は図られると考える。さらに、自己調整力や学びへの主体性、将来への学

び方の基礎は身に付くといえる。 

   なお、「学力」については、知識偏重や正解主義の問題点が指摘される状況で、育てたい「学力」をどうと

らえるべきかを議論する必要があるとも感じた。これには、高校や大学の入試制度の検討も含まれる。 

 

考察の結びとして、ＧＩＧＡスクール構想の第２フェーズにあたる「ＮＥＸＴ ＧＩＧＡ」を踏まえ、今後、

取り組むべき重点を上げる。 

＊一人一台端末の「定着」と「深化」 

 端末を「使える」だけでなく、「学びを変える道具」として活用できるようにすること。 

＊個別最適な学びと協働的な学びの両立 

 子ども一人一人の理解度や関心に応じた学びを支援しつつ、他者と関わりながら学ぶ力も育てること。 

＊教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

 先生たちがＩＣＴを効果的に使いこなせるように、研修や支援体制を整えること。 

＊学習データの活用 

 学習履歴や成果を蓄積・分析して、よりよい指導や学習支援につなげること。 

＊教育の情報化の「標準化」と「持続可能性」 

学校ごとの格差を減らし、どこでも安定してＩＣＴを活用できるようにすること。   

 

   終わりになりましたが、御協力いただきました校長先生をはじめとする学校の先生方、特に授業の提供に積

極的に取り組んでいただいた研究員の先生方に心より御礼を申し上げます。 
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《資料１》「自由進度学習」児童インタビュー 

R7/11/12 向中野小学校 

【回答者】 

向中野小学校 ５年４組の５名の児童 

【聞き手】 

盛岡市教育研究所 佐々木秀一 専門研究員 

 

○社会科「未来をつくり出す工業生産」23時間の授業

後に５名にインタビューを行いました。 

＜児童Ａ＞ 

聞き手（以下聞）：未来を作り出す工業生産で学んだこと

は何ですか？教えてください。 

児童 A（以下 A）：生産者がいろいろ工夫して、車とかをつ

くっている。 

聞：自由進度学習に取り組んだ感想を教えてください。 

Ａ：パソコンとかも使えるし、一人でやっているから、一人で

できる力とかもつくからいいと思う。 

聞：何の場面が一番楽しかった？ 

Ａ：パソコンで調べたりとか。 

聞：そういうのは得意ですか？ 

Ａ：得意ではないけど、調べるのが好き。 

聞：この授業を振り返って、できるようになったことって何か

ありますか？ 

Ａ：パソコンを使うから、パソコンの管理の仕方とか、タイピ

ングが速くなった。 

聞：なんかこういうこともやってみたいな、なんていうのはあ

る？今回の授業みたいな形で。 

Ａ：パソコンはもっと使いたい。学習とか調べるとき。 

聞：何の教科が合うと思う？ 

Ａ：やっぱり社会かな。理科とかにも使えるんじゃない。気

象情報とかやってたし。 

聞：ありがとうございました。 

＜児童Ｂ＞ 

聞：未来を作り出す工業生産で、学んだことは何ですか。 

児童Ｂ（以下Ｂ）：工業生産とか物を作っている人には生産

者がいて、その生産者が僕たちが今使っているものを作っ

て、それを使って今生きていく、生きていること。 

聞：自由進度学習に取り組んだ感想を教えてください。 

Ｂ：自分で決めた課題とかの範囲を自分で終わらせること

ができて、その先生がやるとなんかたまにちょっと長いって

いうか、範囲が難しくてあんまり進まなかったっていうことが

あったけど、自分で決められるから終わらせられた。一つ

一つを終わらせることができた。 

聞：一番印象に残っている場面とか何かありますか？ 

Ｂ：終わらせた瞬間の爽快感。 

聞：この授業を振り返って、できるようになったこと、何かあ

ったら教えてください。 

Ｂ：課題の内容とかをまとめて、それを書いたりすることの

力がついた。 

聞：量が多くなった？ 

Ｂ：書く量だとか内容だとか深くなった。 

聞：タブレットで授業してきたけど、もっとやってみたいなっ

ていうのはある？ 

Ｂ：なんか理科とかだと、理科でその調べていることの動画

っていうか、映像を見るかもしれない。 

聞：なるほど、わかりました。ありがとうございます。 

＜児童Ｃ＞ 

聞：未来を作り出す工業生産で、学んだことは何ですか。 

児童Ｃ（以下Ｃ）：生産者と消費者の関係とか、どっちとも

責任があるからこそ、どのように行動とかしたらいいか、責

任があってできる行動だからこそ、日本の工業生産の未

来を変えるために、消費者も生産者も、協力して頑張って

いくと、もっとより良い工業生産にできるんじゃないかなっ

て思いました。 

聞：自由進度学習に取り組んだ感想を教えてください。 

Ｃ：比べていいですか？前まで水産業の時とかまでは、教

科書とかノートでやっていたんですけど、その時はみんな

を見て全体のペースで学習を進めていくから、自分だけわ

からない問題があって、みんなについていけなかったりっ

ていう時が結構あったんですけど、でもその自由進度学習

でタブレットを使ってやる時に、その個人で自分に合った

ペースで学習をしていくことができるから、より考えが深ま

るなと思ったし、あとは、インターネットでグーグルとか使う

ことで、より考える輪が広がるからいいなって思いました。 

聞：この授業を振り返って、できるようになったことがあれば

教えてください。 

C:最初は具体的にしか分からなかったけど、どんどんやっ

ていく、やっていくうちに詳しいこととか、最初に言ったよう

に、生産者にも消費者にもどっちにも責任があるっていう

ことを知ったり、最初よりもっと詳しく知ることができたなっ

て思いました。 

聞：自由進度学習を他の教科でもやってみたいなとか、他
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の単元でもやってみたいなと思う？ 

C:まあ思います。やっぱりでも、難しい問題とかをタブレッ

トでやっちゃうと、どうしてもやっぱりインターネットとか使い

たくなっちゃうので、そこはちょっと直せたら直したいなと思

うんですけど、でもやっぱりタブレットでやると、その安心と

いうか、手を挙げて発表するよりは、自分で一人でその手

も上げずに、みんなにわからないで、その先生とやり取りし

たりしてやるのが、恥ずかしくないというか、より学習するペ

ースが上がっていくんじゃないかなって思います。 

聞：ありがとうございました。 

＜児童Ｄ＞ 

聞：未来を作り出す工業生産で、学んだことは何ですか。 

児童 D（以下 D）：学んだことは、まず一番最初は、生産者

が消費者のために、いろいろな工夫を通し、より良い製品

を、消費者に渡していたことと、あとは運び方などが、いろ

いろな、遠くだったら何々とか、いろいろな運び方に、運ぶ

場所によって違うことを学びました。 

聞：自由進度学習に取り組んだ感想を教えてください。 

D:私はとても自由進度学習がいいと思いました。訳は、自

分のペースでできたし、今回は自分の気になる課題を自

分で解決することができたからです。 

聞：この授業を通して、できるようになったこと、何かあった

ら教えてください。 

D:できるようになったことは、まず自分の好きな、自分の気

になった課題などを調べて、それを詳しく、その話し合い

の時に話せて、その話し合いを大きくできたことだと思いま

す。 

聞：課題を立てることって難しくなかったですか。 

D:難しかったけど、一回目調べた時とかから、何か「え？

何でだろう」っていう疑問がたくさんあったから簡単でした。

聞：普段からそういう何でだろうって思うことって多い？ 

D:あるけど、今回の社会がもう最初から疑問がたくさんあ

った。多分、今回だけかもしれない。 

聞：今回みたいな授業を他の教科でもやってみたい？ 

D:はい。 

聞：どんな教科だったらできそう？ 

D:例えば、国語とか。話し合いとかの時に、いろいろ国語

って答えがないから、自分の考えを話したりするのが難し

い人でも、いろいろ共有とかを開けば、みんなの考えがち

ゃんとわかるし、やっぱり話し合いとかの時は、みんなでや

っていくと、話し合いがなんか大きくなることはなるけど、で

もやっぱりなんか、タブレットでもやっぱり国語の話し合い

はみんなでやった方がいいけど、国語のその話し合いの

前の話し合いを広げる場面とかは、タブレットで自分の考

えをたくさん書き込んだ方がいいと思います。 

聞：なるほど、わかりました。ありがとうございます。 

＜児童Ｅ＞ 

聞：未来を作り出す工業生産で、学んだことは何ですか。 

児童Ｅ（以下Ｅ）：はい。最初は工業製品の分類について

学びました。その後に工場がどこにあるかなどを学びまし

た。そして最近では、生産者は消費者のために、いろんな

工夫や苦労をしていることが学びました。 

聞：自由進度学習に取り組んだ感想を教えてください。 

Ｅ：自由進度学習は、自分の「はてな」、自分が知りたい

「はてな」を自分で考えて自分で取り組んでみたけど、自

分のペースでできるからやりやすかったけど、実際に最後

の発表になって、自分のペースでやるから調べている内

容や情報の量が人によってだいぶ差があって、発言の数

とかがだいぶ違いました。 

聞：この授業を振り返って、できるようになったことがあれば

教えてください。 

Ｅ：はい。最初ではテキストに何を打てばいいのかも分から

なかったし、たくさんの時間がかかったけど、今ではタイピ

ングも速くなったし、テキストいっぱいに打てるようになった

し、もう慣れてきて、最初はひとつのテキストしか打てなか

ったけど、最近では二つのテキストを書けたりと、振り返り

を長文書くことができました。 

聞：こういう授業をまたやってみたいと思いますか？ 

Ｅ：はい。 

聞：どういう場面がいいと思いますか？他の教科でもできる

かな？ 

Ｅ：他の教科でもできるけど、今回社会でやったからか、社

会に結構向いているのかなとは思いました。 

聞：何が一番、やっていて楽しかった？ 

Ｅ：何をやっててっていうか、最初は、テキストに打つのも

難しかった難しかったけど、どんどんできるようになって、

自分の成長を感じたところが嬉しかったです。 

聞：苦労したことって何？ 

Ｅ：私は結構インターネットで調べることが多くて。でも教科

書で調べてみたら、インターネットの内容と違かったから、

そこには少し時間がかかって大変でした。 

聞：ありがとうございます。 
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《資料２》 「自由進度学習」座談会 

R7/12/5 下橋中学校 

【出席者】 

仁 王小学校 菅原  斉 教  諭 

向中野小学校 和美 智教 主幹教諭 

下 橋中学校 千田  俊 教  諭 

下 橋中学校 清水 貴之 教  諭 

城 東中学校 村松 伴典 教  諭 

【進 行】 

盛岡市教育研究所 佐々木秀一 専門研究員  

 

○指導するに当たって工夫したポイントは？ 

仁王小 菅原先生：学習をするにあたって工夫したと

ころっていうのは、子供たちに委ねるので、どういう

単元構成にしようかなっていうのはすごく工夫しまし

た。絶対子供たちだけの問いではたどりつけない深め

たい問いっていうのは出てこないだろうなというとこ

ろがあったので、一回交流した後に、こっちがどうい

う投げかけをして子供たちを次の問いに導くかってい

うところが一番工夫したというか、注力したところか

なと思います。 

 

向中野小 和美先生：自由進度学習にはすごくもとも

と興味があったんですけども、やっぱり子供が自分で

学習を進めていくっていう自立性を育んでいきたいな

と思っていましたし、それだけじゃなくて、その自立

の学習があるから深い学びが実現するっていう単元構

成をしたいなというふうに思ってやりました。 

そのために、子供自身が自分の関心とか学習状況を見

つめながら、自分の学習を進めるっていうことで、問

いを作って、問いを選択して、様々な方法で解決して

いくっていう学習を組んできましたし、そのとことん

のこの学びがあった上で、大きな問いで協働的に話し

合うっていうことを、そういうふうな環境を作るって

いうことを大事にしてやってきました。 

下橋中 千田先生：自由進度学習は初めてではなかっ

たので、前回やってもうちょっとこうしたかったなと

いうところ、特に子供たちが問いを持つ、先ほどの和

美先生もあったんですけど、こういう問いを持ったと

ころが、授業者として深めたいのと重なっているとい

いなと思いながら進めていきました。なかなか重なら

ない部分もあるんですけど。重ならなかったところは、

途中途中で聞いてみたり、単元の最後のところで、「と

ころで、こういうのどう？」っていうふうなのを投げ

かけたりして。できるだけ子供たち自身が、「なんでだ

ろう」っていうふうに思っていけるように考えたいな

と思って、少しだけできたかなと思います。 

下橋中 清水先生：今回、自由進度の形は初めてだっ

たんですけど、やってみて三つあります。一つ目が、

そもそもなんでこの形でやるかっていう必要性ですね。

言いかえると教師の願いだって言っていいと思うんで

すけど。やっぱり教育の目標は、人間を育てることな

ので、「君たちにこういう学習を通して、どういう人間

になってほしいか」っていう願いをしゃべりました。 

二つ目はあの学習の必要性ですね。なんでこの学習を

やっているのかと、最後どこをゴールにしていくのか

っていうことは大事にしました。今回でいうと、数学

の平面図形の学習を扱ったんですけど、第一で扱った

内容と最後に扱った内容が同じなんですね。でも同じ

内容なんだけども、最初はなんとなくでしか説明でき

なかったものが、最後は数学の言葉を使って百人いた

ら百人全部わかるような説明になるっていうことを目

標にしてやっていくと、じゃあ教科書には何が書いて

あって、どんなことやってったらいいんだろうってい

う必要性に迫れるかなと思って。そういうことを、ポ

イントとして扱いました。三つ目は、子供たちの可能

性を信じるって言ったらいいんですかね。可能性を。

やっぱり先生って心配なので、いろんなことを手回し

がちなんですけど、でも、勇気がいることなんですけ

ど、でも一回預けてみて、それでもダメだったら修正

すればいいと思うんですよね。特に数学って答えがは

っきりしているので、すぐに「これだよ」って言いた

くなるんですけど、子供たちから質問が来たとして、

「でもここポイントにして考えたらいいんじゃない

の？」とか、「そこじゃないよなぁ」とか、なんとなく

手助けしながら、でも最後は子供たちが発見して、子
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供たちが必要を持って解決するということに注力し、

ポイントにしました。 

城東中 村松先生：私も初めて自由進度学習っていう

取組をさせていただいたんですけれども、始めるにあ

たっては、まず子供たちに私としての教師からの願い

っていうのを初めに話をさせてもらいました。言葉と

すると二つありまして、「自らを律する自律」、そして

もう一つは「自分で立つという意味の自立」。この二つ

の「じりつ」が、今回の学習を通してできるようにな

ってほしい。これを初めに伝えさせてもらいました。

そして、実際に始めた後は、本当に子供たちにほぼ丸

投げにできないということで、できるだけ自分で課題

を解決するための手立てを自分で選べる、そういう手

立てを組ませていただきました。 

そのもとに進めていって、もちろん壁がちょっと出て

きたんですけど、その際はある程度修正をして、場合

によっては一斉指導も時折交えながら進めていくとい

う方法で、考えて実践をしてみました。まず今回の取

組で、本当に初めて取り組んで、何をやったらいいか

ということで様々勉強させてもらいましたけれども、

できればまた取り組んでみたいかなというのは本音で

思いました。計画の立て方云々関連というところは、

私の課題として残りましたので、次は訂正をして、い

つかまたチャレンジをしてみたいと考えています。 

 

○取り組んでみての感想は？ 

仁王小 菅原先生：やってみた感想っていうのは、や

っぱり、まだ迷っているっていうのが正直なところで

す。いろんな単元を自由進度でやってみたんですけど、

正解というか、これがいいっていうのは、なかなかや

っぱり自分の中で自信が持てなくて。というのも、こ

っちがこう教えたいなとか押さえたいなって思うこと

をちょっと強めに出した授業の構想だと、子供の主体

性とか思いっていうのは絶対に、ちょっと減衰すると

いうか、シュンってなっちゃうし、かといって子供に

委ねすぎると修正が大変というか、やっぱりどうして

もどっかでクッてちょっと引っ張る瞬間があって、そ

の兼ね合いというかバランスっていうのがすごい難し

いなっていうので、まだまだ模索中です。でもやっぱ

り言えるのは、子供に委ねるとすごく子供が生き生き

として楽しいし、私もその成長する姿を間近で見られ

てすごく楽しいなというふうに思っています。 

向中野小 和美先生：私はこう飛び込みで、はじめま

してからスタートしたんですが、本当に子供たちが変

化していくし、子供が本当に活き活きとしていたし、

子供が楽しんでいて、本当になんかこうずっと続けた

いなというふうに思うような時間でした。自分で問い

を持って解決をしていくので、普段の一斉授業と違っ

て、収集してくる情報の幅がすごく広くて多様だとい

うことがすごく良かったなというふうに思っています

し、様々な方法で子供は情報を収集してくるので、す

ごく情報活用能力が育っていったなというふうに感じ

ています。先ほど話したんですけど、多様な考えや情

報を持ってくるので、話し合いをした時にすごく深さ

が違うなというふうなことも感じました。多様な情報

が出てくるので、いろんな視点で子供たちが考えるこ

とができるのが良かったと思いますし、自分が自分の

問いを持って、自分で情報を収集した情報っていうの

はすごく引き出しやすいなというふうに思っていまし

た。一斉授業の時は、教師は押さえたつもりでいるん

だけど、なかなか次の時間そのことを使って考えるこ

とができないんだけれども、自由進度学習で自分で掴

んだ情報っていうものは、考える際に根拠として持っ

ていきやすいということがわかって、そこもすごく良

かったなというふうに思っています。 

なんか自分としても幅が広がったなというふうに思っ

て、すごく楽しかったです。 

 

下橋中 千田先生：実は今も続けて他の単元でも自由

進度学習でやっているんですけど、自由進度学習じゃ

なくする、やめ時が難しいなっていうのが正直なとこ

ろで、子供たちはもう割と自由進路でやるのが当たり

前じゃない？っていう風な感じでいるので。新しい単

元に昨日ぐらいから入ったんですけど、「自由進度でや

るよ」って言ったら「ふーん」みたいな感じで、別に

大したリアクションもなく、「そうだよね」っていうふ



20 

 

うな捉え方をしているなと思っています。感想という

か、こうなりたいなというのは、先生は教える人って

いうより、子供たちに教えてもらうような立ち位置に

自分自身がなれるようになるといいなというふうに思

っています。自由にいろんなことを学んでくれる部分

もあるので、自分自身も知らないこととかを教えてく

れたりもしますし、もちろん押さえてほしいなという

部分を子供たちが得意げに「こうなんですよ」ってい

うふうに言ってくれるのを見るのも、「よしよし占めた

ものだ」というふうに思ったりするので、できるだけ

自分のスタンスとして「教えるんだ」っていうふうな

気持ちでいるんじゃなくて、「教えてちょうだい」って

いう感じで、子供たちに接するようにしていくといい

のかなって思っています。 

 

下橋中 清水先生：やってみた感想は、結論はとても

良かったなぁって思っています。ですが、最初やる時

は怖かったなって、正直に。特に、あの「じゃあやっ

てごらん」って言った瞬間はかなり怖かったです。理

由は、まず手を離した時に、「やってごらん」って言っ

た瞬間に子供たちはどういう動きするんだろうってい

うのがさっぱり想像つかなかったっていうことですね。

二つ目は、やっていく時に、いつどの子が何をしてい

るかっていうのがもう全然全くバラバラですよね。だ

から、やっぱり何をしているかっていうことは把握し

たいし、子供たちが言葉がけしてほしいタイミングに

言葉がけしたいなと思うので、そういうのを見とって

頑張って回っているんですけど、そういうことをやっ

ていくと先生の力量を試されるなって正直思いました。 

あとは三つ目、怖いなと思ったのは、一回大きな流れ

でスタートしてしまえば修正効かないですよね。多少

ちっちゃな修正は効くと思うんですけど、やっぱりそ

ういう単元を帯で考えて、ここをゴールにして向かっ

ていくんだっていう、あの単元構想の力が試されるん

だよなって思いました。で、子供たちが学んでいく中

で、「ああ、いいな」って思ったのは、子供たちが全員

頭を働かせて、一斉指導で働かせていないわけじゃな

いんですけど、でも自分で決めて、やっていくとこん

なにも食いつきが違うんだなということ。課題を決め

るって言っても、一斉指導だと学級で「これでやって

いこう」みたいな形になると思うんですけど、個々の

生徒がこれを決めていくっていうのは大きな違いだな

って思いました。やっていく中で、主体的対話的はこ

の形でいけると思うんですよ。さっき先生も言ってた

と思うんですけど、深い学びへのきっかけは、先生が

作んなきゃないし、支援が必要だなと思うので、そう

いうところは入っていかなきゃならないなって思いま

した。今回は自由と言いつつ、ちょっと班でやったん

ですけど。最初は学び方を班で学んでいって、でも少

しずつ少しずつ手を離して、いろんな形でやれたらい

いのかななんて思いました。 

城東中 村松先生：実際に取り組んでみての感想です。

まず初めに、実際試行期間っていうことで小単元でち

ょっとやってみたところ、できそうかなという手応え

をつかんだので、まずちょっとは自信を持ってやって

はみたつもりではありました。でも、実際単元をまる

まるということで、ちょっと挑戦をしてみたのですけ

れども、なかなか厳しい場面も正直ありました。教師

の手助けが必要な場面が多くなってしまったので、そ

れは先ほどもお話ししましたけれども、一旦全体で知

識技能に関わる部分の確認をしてから、改めてまた子

供たちに委ねるといった、そういった形での修正は必

要になりました。実際取り組んでみて良かったと私は

考えています。想像以上に子供たちが自分たちで何と

か解決しようと、私は三年生で試させていただいたん

ですけれども、一斉指導で取り組んでみた後、黙って

いるとただ分からなくてピタッと固まっているような

子が、これでどうにかして解決しようと、友達のとこ

ろに駆け寄っていって教え合いが始まったり、あるい

はあちらこちらでグループができて「どうするんだ？」

「ああするんだ」っていう。自然と課題解決のための

グループが出来上がっていったっていう、そういうこ

とができたっていうことが、まず面白いなっていうの

があったかなと考えています。ただ、これには元ネタ

がありまして、私は４月から今の学年の数学に入った

のですけれども、初めから問題を解くような場面では
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別に隣同士でなくても学びやすい子たちのところで集

まって学習してもいい。ただし、最後の説明の時は自

分の席に戻るよ。このルールをずっと実践してきてお

りました。そこに自由進度学習ということで、そうい

ったエッセンスを加えたということで、子供たち自身

の自身で学ぶというところは深まっていったのではな

いかなと考えています。 

今日も授業をしてきたんですけども、教え合い学び合

い、分からなかったらば仲間同士で解決したいという

のが当たり前になってきたので、今回のこの取組はよ

かったかなと思います。ただ、課題点は多々ありまし

たので、いくつかお話させていただきますと、単元全

体でやろうとするとかなりきついです。 

正直な話。スモールステップである程度知識、技能は

一斉指導で、解決のための知識、技能は子供たちに言

葉悪いですが教え込む、まずは確実に定着させる。そ

うした上で自由進度学習という流れに持っていく。あ

る程度終わったらば、また次のステップへいくという

流れがいいのではないかなというのが、今回を通して

の本音の感想でした。 

あとはこの自由進度学習。これを成立させるために一

番大事だなと思ったのは、学級経営、そういったとこ

ろではないかなと感じました。その学級の中で誰とで

も話ができる、そういう関係がしっかりできていれば、

この自由進度学習というものは成立していくのではな

いかなというふうに本当に感じました。 

もちろん、教師と生徒の関係も良好なものでなければ

うまくいかないだろうなと思いましたので、改めて人

間関係の大切さ、学級経営の大切さということも感じ

させてもらいました。 

 

○ここからはフリートークです。 

「先生方はどういう立ち位置で回っていますか？」 

下橋中 清水先生（以下、清）：班とか回っていて、い

ろいろ書いていることで、「これってどういうふうに考

えたの？」「どこ読み取ったの？」とか「何を調べたの？」

っていう。まあ今までの先生の方が教えるなとかって

いうことを言いたいわけじゃないんですけど、でも子

供たちの間に入って、子供の考えを聞いてって、「あ、

そうやってやるといいんだ」みたいなことを広げてく

みたいなのは。そうだなって思ったんです。先生たち

ってこうやっている時に回って歩いていると思うんで

すけど、どういう立ち位置で回ったりしているのかな。

あと、どういう声がけしているのかなっていうのは、

なんかそっちも聞きたいなと思っていました。どう思

うんですか。 

下橋中 千田先生（以下、千）：今回やったところは、

そのまず単元の最初にこう場面設定して、「ある人に説

明しようね」みたいな、そういう流れでこう始めたの

で、その説明をしてもらう側の人のつもりで、その自

分が授業中にウロウロしながら「これってどういうこ

と？」みたいなことを聞いてくっていう、一応ロール

プレイをして、もちろんそんなこともなく、ただ「え、

なんで」みたいな感じの時もあったんですけど、イメ

ージとしてはそんな感じでやってみると子供たちが教

えてくれるかなと思ったのでやりました。なぜそうし

たかっていうと、前回やった時は「こういうことを学

んでね」っていうのをこっちからかなり示していたの

で、もっとなんかちょっと偉そうだなと思ってこうい

うのを教えてほしいな。「その単元のことについて教え

てほしい人がいます。それについて学んで説明してく

ださい」っていう風にやると、子供たちも「教えるぞ」

って気持ちになるかなと思って、やりました。どんな

感じですか。 

向中野小 和美先生（以下、和）：私自身はもう何て言

うんですかね。そのゴール像はだいたい頭の中にある

ので、それを教えるってことは一切自分自身の姿勢と

してはなくて、同じように問う。その問うことで本当、

対話をして、そのことを周りの人も聴いているから。

その聴いていることでその深みっていうのを増してい

きたいし、その単元の設計の中で最後に大きな問いが

あるので、そこにつながるように問うたり、あとはカ

ードも毎日提出してきて、振り返りも提出してきて。 

そこに関しても基本的には認めるか問うっていうこと

で、そこで学習が子供自身もつながっていくようにっ

ていうところをコーディネートしようと思って関わっ

ていました。「こうやったら？」っていう言葉は一切言

わないし、だけど、その中で問うことでそこがつなが

っていくようにっていうことを単元の狙いの方に行け

るように、個別の支援っていうところが見取りと支援

っていうのはとてもここは欠かせないところだなとい

うふうに思うので、そこをやっていきました。 
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仁王小 菅原先生（以下、菅）：私はさっきおっしゃっ

てるように問うっていうのは当然あるかなと思うんで

すけど、あとはどうしてもまとめ方であったり、資料

の収集のとこがどうしてもなかなかスキルとしてアッ

プしていない。これはコーチングじゃないですけど、

「こうしてみるといいよ」っていうのは、私は指導を

しながら押し付けにならない程度に、とか、あと友達

を紹介するとかっていうのはよくやってます。 

千：それいいですね。 

菅：「同じ問いの子がいるよ」とかって言って「行って

みたら」とかって言って、つないであげると結構進ん

でいくことが多かったな。それこそ和美先生のおっし

ゃったように、ゴールに向かう自分の中の青写真に会

うようにって言ったらちょっとあれですけど、つなぎ

ながら、構想を練りながら渡り歩くみたいなことをや

っていますね。 

村松先生（以下、村）：巡視の時にも子供たちにあんま

りガッと喋るというのが可能な限り減らしていったと

ころで、解き方を教えるというよりは、解決をするた

めの手立てを教えるという表現を使えばよろしいでし

ょうか。 

今までに学習してきたことの「これ使えんじゃない

の？」といったような形で問いかけをして、できるだ

け解き方というよりは、その解決方法のヒントになる

もの。実際、ちょっとヒントカードっていうのも作っ

てみたりなんかして取り組んでみたのですけど、そう

いった形で。あと少しでもできたらば「いいね」って

認めるっていうことを意識しながら進めていったって

いう、そういう関わり方をしていたっていう感じでし

ょうか。 

 

「教科による特性は？」 

和：難しいですって。やってる教科がまず違うってい

うところから。さっき子供にも聞いていたけれども、

社会科ってやっぱり広いんですよね。ゴールがやっぱ

り広くて、子供たちがさっき喋ってたのが狙いにはい

ってるんですよね。かなりこう抽象度が高くて、だけ

ど具体は別でもあってもいいのが社会科なので。そう

なると理科もある程度の狙いのゴールがあって、まし

てや算数は特にそうだと思うので、その中で教科とし

ての特性があるので、自由進度って一概に言っても教

科によってやっぱり違ってくるところがあるのかなと

いうふうに思って今聞いていて。 

あとは中学校は受験もあるしっていうところもあるん

だろうなというふうに思って聞いていました。 

千：数学悩みますもんね。 

清：一番難しい。 

千：受験抜きならやりやすそうだ。 

和：数学が一番自由進度難しいんじゃないかなって。 

清：私は。相性はあると思います。数学の中でも、さ

っきタイトルの意味を問うみたいな話があったと思う

んですけど、中学校には確率ってあるんですけど、あ

そこは結構いいと思う。その「確率ってなあに？」っ

て、そのタイトルの意味を言えない子たちって多分い

っぱいいると思うんですよ。 

単元の、学習の枠としてね。でも、おっきな柱があっ

て、そこに向かっていくっていうことをやっていけば

いいんですけど。ただ、今回、平面図形やったんです

けど、なんかやっぱり他の教科と違うだろうなって思

うのは、問いの答えを最初に全部配っているんですよ。 

もう自分たちで勝手に丸付けしてみたいな感じでやっ

ているんだけど、問いを解いていくときに教科書の利

用が必要になってくるんですよね。やっぱり載ってい

る必要性がある分、載せている必要性が。だからそれ

を読み取ろうとしたときに、「え、これどういうこと？」

みたいな。だからその用語の解釈とか、例えば回転だ

ったら百二十度って、「これ百二十度ってどこからどこ

の線見ればいいの？」とか、何かそういうのをどっち

かっていうとこう広げていくっていうよりは、あるも

のをどう解釈していくかっていうことが今回やってい

て多かったなぁって。 

それが他の教科では違うのかななんて思いますね。 

 

和：難しい、難しい。なんか思考に特化、数学の場合、

思考に特化していくことはいいだろうなという気がす

るし、あとは発展的なところを自由進度でやっていく
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っていうことはいいだろうなというふうには思うんで

すが、そこまでのところを自由進度で回していくって

いうのがなかなか、なかなか難しい。 

村：なかなか難しい。実は私関数で取り組んでみたん

ですけども。なかなかやっぱり関数のいわゆる知識の

グラフはこういうのなんだから、そこの場面で自由進

度ってなると実はかなり厳しくて。 

その応用、例えばジェットコースターの問題だとか、

そういったところまで行くと、少しやりやすいなとい

うふうに感じながら進めていました。本来であれば確

かに図形とは相性がいいのかなって考えています。 

例えば、あの簡単に平行線と角といったところ。色々

広げやすいところがありまして、「ちょっとずらしたら

どうなんだろう」「こうしたらどうなるんだろう」「じ

ゃあちょっとさらに変更して三角定規の重ねてみたい

な、ここ何度だろう？」ってどんどんどんどん広がっ

ていって。でも結論からすると、使う概念は三角形の

外角はそれと隣り合う二つの内角に等しい。実はたど

り着くっていうような場面も、今回の実践の中ではな

いですけども、以前そういった実践した時にそういう

場面もあったんで、やっぱり数学については確かに図

形だとか確率といったそのデータの収集に関わる部分

についてはかなりやりやすいのかなというふうに感じ

ました。 

ただ、先ほどおっしゃいましたけど、その応用の部分、

どうしても数学の単元構成は前半にそういった知識技

能をして、後半にいわゆる何なりの利用ということで

こういう問題を組み立てる。そこで場面分けして、こ

こは自由進度、ここは通常全体指導という形で混ぜて、

ハイブリッドな形で進めていくといいのかなと思いま

した。 

和：いろんな実践がありますよね。緒川小とかは、数

学とか英語とかも完全に全ての単元を全部、単元計画

や計画表に出して、全てを自由進度で回していくって

いう学校の挑戦もあるし。だから、どこをどのぐらい

幅を広げて挑戦していくのかっていう、で、子供はそ

れができる力はもしかしたらあるのかもしれないなっ

ていうところで、今後いろんな挑戦が数学もできるん

だろうなというふうには思ってましたし、あとは今回、

次の学習指導要領で中学校の受験が変わりそうなので、

そうなってくるとまたやれることも増えるのかなとい

う気はしますね。 

千：自分はその教科によってやりづらさが違うってい

うのはないのかなと。教科のしきたりとか、こうでな

くてはならない、これは絶対外せないっていうのが多

いのが、やりにくいとされる教科なんじゃないかな。

ちょっと幅があってもいいんじゃないかなって思う人

は、というか、教科は自由にできるっていうふうに自

分たちは捉えているのかなと思うんですけど。 

でもそれを言ったら、完全に自由進度学習で全ての教

科をやるのはできなくなるので、どうしてもここだけ

は押さえておきたいっていう時、ものがあった時に、

どの教科であってもどうやったら子供たちがそこに気

づいて、「こうしなければならないものなんだ」ってい

うふうに気づいて、こっちが「そうだよ」っていう風

に認める、声かけてあげられるかっていうのを考えた

方が、この教科はどうだっていう風に考えるんじゃな

くて、どうしてもここだけは絶対その通りに書いてほ

しいとか、っていうのを習得させるための方法を考え

るのがいいんじゃないかなって思います。 

それの示し方として、「ここは気づいてね」っていうふ

うにまあ言ってしまうのが簡単なんですけど。それだ

とあまり自由度がないから、なんかこう罠を仕掛けて

おいて、でも絶対通らなきゃいけないところに罠を仕

掛けて、そこに子供たちが全員もれなくはまってくれ

たりとか、そういうふうなのに誘い出すような感じで

組み立てるのができるといいなと思っています。 

ふわっとしててすみません。そういうイメージだから、

どの教科であってもできるんじゃないかなっていうの

を。難しいっていうか、工夫を- そうですね。-工夫し

ながら。 

和：子供はできるんでしょうね、教師が思っている以

上に。あとは数学算数に関しても、知識技能をいつま

で授業でやるのかっていうところも今後出てくるのか

な。ＩＣＴ活用して。もうそこは授業っていう授業は

もう思考に特化してやっていくっていうことも、ＩＣ

Ｔが習熟をもうどんどんどんどんやっていて、それは

もう別物として思考に特化していくっていうことも算

数数学ができるんじゃないかなというふうにはちょっ

と思っているんですよね。 

ＡＩドリルがうまく使えるといけるんじゃないかなと

いう気がしますね。 
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「教科書を読み解く」 

菅：さっきおっしゃったように、やっぱり自由進度っ

ていろいろやってるんですけど、やっぱり校種違って

教科が違うと正直イメージが持てない。「数学の自由っ

て何よ？」みたいなところからなんですけど。 

そうですね。教科書、シンプルに教科書って使うんで

すか？ 

清：教科書を使います。 

千：教科書を、教科書を使います。めちゃくちゃ使い

ます。 

菅：ネットも使う？ 

清：ネットを禁止は、もちろん禁止はしてないんで、

使えとも言ってないんですけど、どっちかっていうと

数学はネットで広げる幅があまりないんです。決まっ

ているから。書いてあることをその通りだから。だか

ら子供たちは一生懸命教科書読むんですよね。 

進行（以下、進）：教科書読めなかったね。子供が教科

書の意味がわからない。それをグループで「これって

どういうことだろう?」っていうのを読み解いているの。

で、「あ、そっか」って言い出すんだよね。 

菅：そうか、教科書を読んで終わりとかじゃなくて、

そもそも教科書を読み解くのが大変っていう。あ、そ

ういう感じなんですね。 

清：やっぱり数学ってイメージ的に知識を獲得してか

ら、あの思考をはる表現みたいなイメージがあると思

うんですけど、やっぱりどっちかっていうと、思考判

断表現の問題を解けるようにするために、この知識が

必要なんだなって。逆だと思うんですよね。今回とて

も思ったのは、さっきも喋っている気がするんですけ

ど、問題を解いていた時に、「あれ、これって説明する

ときに何が必要なんだっけ？」知識の方に戻っていく

んですよ。最初知識読んでから思考力が出るっていう。

だから、そういう獲得の仕方もあるっていう学び方を

知るっていうのは、今回その数学の授業やっていた時

に、こういうことなんだっていうのが、なんか見て聞

いて感じましたね。 

あとはそのつまずきみたいなところから、子供たちの

議論がどんどんどんどん膨らんでいて。自由進度って

言ったらいいのか、学び合いって言ったらいいのかわ

からないですけど、それはなんかまあ一斉指導ででき

ないわけじゃないけど、でも自由進度って起きやすい

し、そこで先生が入っていくんじゃなくて、入ること

もあるんですけど、でも子供たち同士でなんとか、な

んとかこう試行錯誤しながら解決していくっていう姿

がなんか素敵だなと思ったんですね。 

和：絶対先生が教えるより残って使えますよね。うん。

進：全国学調の数学で素数の問題が 32％です。１は素

数じゃないけど、１を入れちゃうんだよね。でも、教

師は教えてないわけじゃない。何回も言われてるから

みんな教えてんだけど、子供が聞いてない、聞いてな

いっていうか、子供たちにストンと落ちていない。あ

あいうふうに「教科書これ何書いてるかわかんないよ

ね。」って言って、周りと一緒に考えたりしたことは多

分自分の中に落ちていくのかなって思うと、そういう

ことをしないとダメなのかなと思って。 

清：最初時間かかりますけど、ものすごい時間かかっ

て。教科書１ページに１時間みたいな終わらないぞみ

たいな感じだったんですよ。でもそれも必要だなって。

千：大事だと思います。教科書読むのも。大事だと思

います。 

進：だから、和美先生がやってくれたように３回やる

と、多分その時間がだんだん短くなるわけですよ。 

 

「発展的に学ぶ子がいてもいい」 

和：なんかあれですよね。算数においても、数学にお

いても、１ページを１時間でやる子がいてもいいし、

２ページを１時間でやる子がいてもいいし、単元をバ

ッとやって発展的に学んでいる子がいてもいいだろう

し、その教科の進度っていうものを、うんと、揃える

か揃えないかによっても自由進度の幅っていうものが

違ってくるんだろうな。 

で、終わった子がもしかしたらつまずいている子のと

ころに行けるかもしれないし。そこをどう考えていく

かっていうのもポイントなんだろうな。 

村：実際ほぼそうなってました。早い子はとてつもな

く進んで、進んじゃダメという指導もしてないです。 

あと、この日の最後にこういう評価問題、まあ「ラス

問」という呼ぶことにしたんですけども、をやるから

ね。それは事前に通知して。でも進まなくてもどんど

ん進んで構わない。どんなものでやってくる。でも終

わった子は、わからない子は聞きに来たら教える。 

だから教えるっていうのは一番最高の勉強法の一つか
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なと思っていまして。どんどんそういうのはＯＫって

いうことで、なのでどんどん進む子はどんどん進んで

構わないかなと思っています。本当に信じられないほ

ど早い子はまるまる確かに単元ほぼ終わって。 

なのでじゃあその子にどんな課題を与えるかっていう。

与える方が先生になって教えるかっていう、本当にい

い感じで。今までちょっと出てきているっていうのは

いいのかなってちょっと本当に思いました。今もそん

な状況になっています。 

普通に授業、今は普通の授業に戻したんですけども、

その時に自由進度の時のエッセンスがなんか残ってし

まって、いまだにとんでもなく教え、学べる気に、さ

っきもお話ししましたけども、出てきましたので。 

和：そうですね、教えるってことは説明するってこと

ですよね。 

 

清：そう思います。この下を救って、上を伸ばしてい

こうと。岩手県の場合、上を伸ばすと話してるじゃな

いですか。それ方法あるなって思ったのは、二次方程

式、あの、解の公式とか平方完成とかいろんな３つぐ

らい解き方あるんですけど、それが早く終わった子は、

まだやったことないですけど、高校の教科書を準備し

ておいて、たすきがけってここでやるんですよね。 

あの内容って中学校の範囲がつながってるし、高校の

たすけ書きを知っておくと中学校の範囲がより分かり

やすくなるしみたいな。もう少しそういう中学校って

いう枠組みに収まるんじゃなくて、高校とかその先ま

で見せる、見せられるような材料は用意しておく。 

まあ、要るかどうかは子供たちが決めるんですけど、

そういうのもいいよなって思ったりするんです。もう

一つは、じゃあ中学校の教科書だけでダメなのかって

言ったらそうじゃなくて、中学校の教科書もいろいろ

発展してくんですよね。 

例えば、二つの正三角形が大小の正三角形があって、

線の進んだところに長さが等しいみたいな話があるん

ですけど、でも正三角形じゃなくて正方形でもいいよ

なとか、五角形でもいいよなとか、そういういろんな

ちょっと条件を変えた時に「どうやってやっていくん

だろう」、「どうなっていくんだろう」みたいな話で、

理想は子供たちが自走して、「こういうのもやってみた

んです」って言えたら素敵だなと思うんですよね。 

ただ、それをやるためにはやっぱり一斉指導に戻ると

思うんですよ。一斉指導でどれだけ普段から探究とか

発展の芽を子供たちに育てているかなと思うんですよ。

育ててって、ちょっと子供たちの中に落ちてれば全員

はやれないかもしれないけど、ある子が「でもこれっ

てこう変えたら？」って言った瞬間に学びが広がって、

教科書を超えた学びになっていくんじゃないかなと思

うんですね。そうやっていくと、じゃあ授業中ちょっ

と間に合わなかったから、あの、さっき家庭でもって

いう話があったと思うんですけど、「家庭学習で、ちょ

っと正方形でやっていました」とか、「五角形でやって

いました」とかってやっていくと、すごい素敵なこと

だなって思うんですよね。 

今の範囲を広げていくのと、先を見せてあげるのと、

両方の方向性もあってもいいよなって思う。他の教科

でもあるのかもしれないですね。なんか思いました。 

和：私、社会科の他に生活総合も専門なので、やっぱ

り生活総合で探究ができるかできないかっていうこと

が大きい。先生たちの探究感覚もそうだし、子供の探

究感覚もそうだけども、その生活総合での探究ができ

るかとできないかっていうのは、結構自由進度に大き

な影響があるかなと。 

私が入った学級の担任の先生も、生活総合をやってき

た人なので、その探究感覚っていうものが結構大事な

んじゃないかなという気がするんですよね。 

 

○先生方にメッセージをおねがいします。 

仁王小 菅原先生：やってみようということで、ぜひ

やってみてほしいなというような正直なところです。

おそらく子供も先生も最初は失敗するなって思います。

そこで、先生もやっぱりこう改善点が出てきたものを

次に生かせばいいし、子供たちも学び方どんどんどん

どんこう自分たちであのアップデートしていくので、

恐れずにやってみてほしいなっていうのが一番のメッ

セージです。レッツチャレンジだと思います。 
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向中野小 和美先生：おそらく、ほとんど先生たちっ

て教えないとできないと思っているのが、教師の傾向

は強いのかなというふうに思っているし、子供も教え

てもらわないと不安なのが子供なんじゃないかなと思

うんですが、そこを乗り越えてやっていくってことが

大事なんじゃないかなと思います。子供が自分自身で

できるようになっていくのが自由進度学習だなと思っ

ているので、ぜひ個のとことんの学びをやっていって、

それが個別最適な学びだと思いますし、その個のとこ

とんの学びがあるから、共同的な学びができると思う

ので、そういうふうな自由進度学習に取り組んでいく

価値はあるんじゃないかなと思います。 

下橋中 千田先生：とりあえずやってみるっていうこ

とが大事なのかなと思います。やっていく中で、子供

たちも「自分は学ぶ人なんだ」っていう責任を感じる

ようになるのかなと思います。一斉指導だけだと黙っ

て話を聞いていれば済むので、そうならないで自分で

学ばなきゃいけないんだなと感じてもらうと、そうい

うふうな子供たちが多くなる方が、先生にとってもい

いんじゃないかなというふうに思って、とりあえずや

ってみてもらえるといいのかなと思います。 

下橋中 清水先生：他の先生とも重複するんですけど、

まずやってみることかなと。ただ、やるからには、何

のためにやるかっていうことを外しちゃいけないのか

なって思います。やっぱりどんな人に育てたいから、

この自由進度学習をやってみるっていうことを外して

しまうと、ただやってみたけど、全然学びが深まらな

くて、「あー」っていうのじゃなくてだと思います。で、

このやり方をやっていくと、一斉指導も少し変わると

思うんですよね。教師自身が自由進度学習で学んだこ

とのエッセンスが一斉指導に生かされるところもある

し、逆に一斉指導に戻った時に、自由進度学習でもう

ちょっと工夫してみたらいいっていう、二つが相互に

変わっていくと思うので、そういう意味でやってみる

っていうことが大事なのかなとは思いました。 

あとは単元でやる方法もあるんです、小単元でやる方

法もあるし。あとは授業 50 分中でちょっと入れてみ

ようっていう方法もあると思うので、すごいダイレク

トにやっていいのかなって思いました。 

城東中 村松先生：やはり重複してしまいますが、ま

ずやってみないとわからないことが多かったので、ま

ずとりあえずやってみていただきたいなというのが本

音のところです。実際、一斉授業だけだと、子供たち

はどちらかというと受動的な立場になっていきます。

でも、この自由進度学習の要素を取り入れることで、

かなり子供たちも能動的に動いていくっていう場面が

増えていくのかなというふうに考えました。そうする

ことで、やはり私として考えていたのは、あの、初め

にもお話ししました「自らを律する自律」、「自ら立つ

のを自立」、この二つの姿、こういう姿になってほしい

なという思いを教師が抱いた上で進めていくと、より

子供たちが成長していくのではないかなと思います。

そしてそのゴールの姿っていうのを具体的にやっぱり

子供たちに語って、ぜひこの自由進度学習というのを

挑戦してみていただければと思います。 

  

 

＜参考文献＞ 

小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 総則編 文部科学省 平成 29年 7月 

中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 総則編 文部科学省 平成 29年 7月 
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文部科学省 デジタル教科書推進ワーキンググループ 審議まとめ～学びの可能性を広げる教科書を～ 
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小山 儀秋 「教科の一人学び「自由進度学習」の考え方進め方」 黎明書房 2022年  

島谷 千春 「BE THE PLAYER 自治体丸ごと学びを変える、加賀市の挑戦」 教育開発研究所 2025年   
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